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平成３０年１０月臨時会会議録 

 

 

平成３０年１０月１１日 木曜日 午前１０時００分開会 

議 長 小 野 周 一     副議長 小 関   淳 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   下  山  准  一  議員     ６番   小  野  周  一  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   髙  橋  富 美 子  議員    １２番   佐  藤  卓  也  議員 

 １３番   山  科  正  仁  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

総合政策課参事 福 田 幸 宏  財 政 課 長 板 垣 秀 男 

環 境 課 長 森   正 一  農 林 課 長 小 野 茂 雄 

都 市 整 備 課 長 土 田 政 治  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長 
兼教育総務課長 

武 田 信 也 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 井 上   章  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 事 小田桐 まなみ 
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議 事 日 程 

平成３０年１０月１１日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第１ 会議録署名議員指名 

日程第２ 会期決定 

日程第３ 議案第６７号平成３０年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 

日程第４ 議案第６８号平成３０年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第５ 議案第６９号平成３０年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程に同じ 
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開      会 

 

 

小野周一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  これより平成30年10月新庄市議会臨時会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

小野周一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において叶内恵子君、小嶋冨弥君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

小野周一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一議会運営委員長登壇） 

佐藤義一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る10月３日午後２時30分から議員協議会室

において議会運営委員６名出席のもと、執行部

からは副市長、関係課長並びに議会事務局職員

の出席を求め議会運営委員会を開催し、本日招

集されました平成30年10月臨時会の運営につい

て協議をいたしたところであります。 

  会期につきましては、このたびの提出案件は

議案第67号平成30年度新庄市一般会計補正予算

（第４号）について、議案第68号平成30年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）について、議案第69号平成30年度新庄市水

道事業会計補正予算（第２号）についての補正

予算３件でありますので、本日10月11日、１日

と決定いたしました。 

  案件の取り扱いにつきましては、臨時会であ

りますので委員会への付託を省略して、直ちに

本日の本会議において審議をお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  今期臨時会の会期はただいま議会運営委員長

から報告のありましたとおり、10月11日、本日

１日としたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は10月11日、１日と決しました。 

 

 

議案３件一括上程 

 

 

小野周一議長 日程第３議案第67号平成30年度新

庄市一般会計補正予算（第４号）について、日

程第４議案第68号平成30年度新庄市公共下水道

事業特別会計補正予算（第２号）について及び

日程第５議案第69号平成30年度新庄市水道事業

会計補正予算（第２号）についての補正予算の

３件につきましては、会議規則第35条の規定に

より一括議題にしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第67号平成30年度新庄市一般会計補正予算

（第４号）について、議案第68号平成30年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）及び議案第69号平成30年度新庄市水道事業

会計補正予算（第２号）についての補正予算３

件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  長雨で稲刈りが大分おくれているようなこと

も大変心配されるところでありますが、今回は

８月等に２回の大雨等でございました。災害復

旧等について補正予算を行いますので、それに

ついて御説明させていただきたいと思います。 

  議案第67号平成30年度新庄市一般会計補正予

算、議案第68号平成30年度新庄市公共下水道事

業特別会計補正予算及び議案第69号平成30年度

新庄市水道事業会計補正予算について御説明申

し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第67号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ４億

6,329万1,000円を追加し、補正後の予算総額を

166億7,042万8,000円とするものであります。 

  ４ページ、第２表におきましては、災害復旧

事業に係る地方債を追加補正しております。 

  ７ページからの歳入につきましては、12款に

農地の災害復旧事業における受益農家から徴収

いたします分担金を計上しております。 

  また、14款国庫支出金には道路及び河川の災

害復旧に係る国庫負担金を、15款県支出金には

農地の災害復旧等に係る県補助金を計上してお

ります。 

  次に、９ページからの歳出予算の主な補正内

容について御説明申し上げます。 

  このたびの補正につきましては、一部例外も

ございますが、８月５日、６日及び８月31日に

発生いたしました豪雨災害で被災した箇所の復

旧費用を補正するものであります。 

  内容といたしましては10ページ、11款災害復

旧費に計上しておりますが、農地、道路及び河

川における災害復旧事業費のほか、公園、都市

下水路、教育施設の復旧事業費を計上しており

ます。 

  また、農家が行います復旧事業に対してその

一部を補助する費用なども計上しております。 

  続きまして13ページ、議案第68号公共下水道

事業特別会計補正予算につきましては、浄化セ

ンターの放流渠が損壊したため、その復旧に必

要な補正を行うものであります。 

  続きまして、議案第69号平成30年度新庄市水

道事業会計補正予算につきましては、豪雨によ

る災害復旧に伴う修繕費等について計上するも

のであります。 

  私からの説明は以上ですが、詳細につきまし

ては財政課長及び上下水道課長から説明させま

すので、御審議の上、御決定賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

板垣秀男財政課長 議長、板垣秀男。 

小野周一議長 財政課長板垣秀男君。 

   （板垣秀男財政課長登壇） 

板垣秀男財政課長 それでは、議案第67号一般会

計補正予算（第４号）について御説明申し上げ

ます。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ４億

6,329万1,000円を追加しまして、補正後の総額

を166億7,042万8,000円とするものでございま

す。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページ、３ページの第１表歳入

歳出予算補正を御確認いただきたいと思います。 

  ４ページをお開きください。 

  第２表地方債補正でございます。こちらには
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このたびの災害復旧事業に充てる地方債を新た

に計上してございます。 

  続いて、７ページをお開きください。歳入で

ございます。 

  初めに、12款の分担金でございますが、こち

らには市が行う農地災害復旧事業におきまして

受益農家が負担する分担金の額を計上してござ

います。 

  次の14款国庫支出金につきましては、道路及

び河川の災害復旧事業に対する国庫負担金を計

上してございます。 

  また、15款県支出金につきましては、農地等

の災害復旧事業に係る県補助金を計上してござ

います。 

  次の19款繰越金でございますが、こちらには

このたびの予算補正に充てる一般財源として、

前年度繰越金１億3,679万円を補正してござい

ます。 

  次の20款諸収入の災害見舞金でございますが、

これにはこのたびの災害に対して東北市長会な

どから見舞金を頂戴したということで、これを

予算化したものでございます。 

  それから、21款の市債でございますが、こち

らには災害復旧事業に充てる地方債を計上して

ございます。 

  ９ページをごらんください。歳出でございま

す。 

  市長も申し上げましたが、このたびの補正に

つきましては主に８月５日、６日、それから８

月31日に発生した豪雨災害で被災した箇所の復

旧費用を計上してございます。 

  まず、２款の総務費でございますが、こちら

の１目職員給与費には、災害対応に当たりまし

た職員の時間外手当分を計上してございます。 

  また、12目の市営バス運行事業につきまして

は、こちらは災害対応ではございませんが、11

月から運行を予定してございますまちなか循環

バス、その運行主体が民間になるということで

ございまして、支出科目の組み替えを行ったと

ころでございます。 

  10ページをごらんください。 

  11款の災害復旧費でございます。こちらの１

項１目農地災害復旧費でございますが、国の災

害査定に申請する農地、農道、水路等の工事請

負費、それからこれに必要な実施設計業務の委

託料を計上してございます。また、小規模農地

等の災害緊急復旧事業費補助金につきましては、

農家が実施します農地の復旧事業につきまして、

その費用の２分の１を助成する補助金5,250万

円を計上してございます。さらに、農林水産物

等災害対策事業費補助金361万8,000円につきま

しては、災害で破損した農機具等の修繕、それ

から農薬・肥料の購入などに対して補助するも

のでございます。 

  ２項１目及び２目道路橋りょう災害復旧費と

河川災害復旧費につきましては、国の災害査定

に申請する道路及び河川の工事請負費をそれぞ

れ計上してございます。 

  また、各目に計上している修繕料につきまし

ては、国の災害復旧事業の採択基準に満たない

もの、あるいは対象とならない施設等について、

その復旧に要する費用を計上したところでござ

います。 

  11ページ、３項教育施設災害復旧費でござい

ますが、この２目中学校施設災害復旧費につき

ましては、八向中学校敷地内ののり面復旧に係

る修繕費を計上してございます。 

  また、３目社会教育施設災害復旧費におきま

しては、戸沢家墓所の火災報知機の修繕。これ

は先般の豪雨で落雷があったということで故障

したということでございます。また、市民スキ

ー場の管理道路、そちらの復旧に係る修繕費、

それから備品購入費を計上したところでござい

ます。 

  以上、一般会計でございます。 

  続いて、13ページをごらんください。 
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  議案第68号公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）でございます。 

  こちらでは、歳入歳出それぞれ1,149万4,000

円を追加して、補正後の総額を16億7,137万円

とするものでございます。 

  17ページをお開きください。 

  こちらの歳出でございますが、浄化センター

から河川に放流する放流渠、その護岸が豪雨に

より損壊したということで、この復旧等に必要

な費用を計上するものでございます。 

  16ページの歳入につきましては、この歳出に

対応した国庫負担金と一般会計からの繰入金を

計上してございます。 

  以上で、一般会計及び特別会計の補正予算案

の説明を終わります。御審議いただき御可決賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

奥山茂樹上下水道課長 議長、奥山茂樹。 

小野周一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

   （奥山茂樹上下水道課長登壇） 

奥山茂樹上下水道課長 議案第69号平成30年度新

庄市水道事業会計補正予算（第２号）について

御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開き願います。 

  第１条、平成30年度新庄市水道事業会計補正

予算（第２号）は次に定めることによります。 

  第２条、業務の予定量の補正につきましては

建設改良事業費について補正するため記載した

ものであります。 

  第３条、収益的支出の補正ですが、第１款水

道事業費用の既決予定額10億9,046万5,000円に

補正予定額328万8,000円を増額し、計10億

9,375万3,000円とします。これは、８月に発生

した豪雨による災害復旧に伴う修繕費及び破損

した機器類の損害分の費用化のため計上するも

のであります。 

  第４条、資本的支出の補正ですが、第１款資

本的支出の既決予定額４億2,757万5,000円に補

正予定額411万3,000円を増額し、計４億3,168

万8,000円とします。こちらも災害復旧に係る

工事請負費及び機器類の更新が主なものであり

ます。 

  以上で、平成30年度新庄市水道事業会計補正

予算（第２号）についての御説明であります。

御審議の上、御可決くださいますようよろしく

お願いいたします。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第67号、議案

第68号及び議案第69号につきましては、会議規

則第37条第３項の規定により委員会への付託を

省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第67号、議案第68号及び議案第69号は委員

会への付託を省略することに決しました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第67号平成30年度新庄市一般会

計補正予算（第４号）について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） それでは、補正予算書

10ページ、11款１項１目に関して質問いたしま

す。 

  農地災害復旧ということで、８月５日の豪雨

災害から始まり、産業厚生常任委員会にも委員

協議会等を通じて状況をどのように捉えている

のか、それからおおむねどのような形で復旧さ

れるのかということで十分な説明を受けてきた

つもりではございますが、このたび予算が組ま

れたということで、それから、この前広域議会

のほうで９月定例議会がありまして、よその町

村の方とお話ししますと、今の新庄市の考え方

と若干ずれているなと。私たちは50年に一度と

言われる災害を２回も経験してしまっているの

で、困っていらっしゃる方がたくさんおられる
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中で、まだまだ新庄市も歩み寄れる部分がある

のではないかという観点から質問いたします。 

  初めに、先日原課にお伺いしたときに情報提

供を受けた中で、全体800件弱の被災地は捉え

ていると。そのうち、国に上げている分が二十

数件、大きな規模ですね。それから、当初８月

５日、それから月末もありましたけれども、多

面的支払交付金制度の中で各町内会の組織する

保全会で対応されている部分が240件と、全体

の３分の１、これでカバーされているわけです。

私は今回お伺いしたいのは、新庄市のこれまで

の災害に対する制度、規定に寄り添った今回の

補助のあり方が決定していると思いますが、例

えば民有地でありますとか法定外公共物と言わ

れている部分の農道、水路に関しては、現状の

制度の中では支援する仕掛けがないと。冒頭申

し上げましたように各町内の保全会、多面的機

能支払交付金を活用して対応されているところ

もあれば、そうでないところもあると。こうい

うときこそ、我々市としてはそういった部分に

光を当てなければならないのかなというふうに

思っておりますが、基本的に現制度の中では、

繰り返しになりますが、支援する制度がないと。

このままでいいのかどうか。 

  農林課長、例えばこれまで申請、相談会を今

実施していますが、そういった部分、新庄市が

今の現状の制度では手助けできないような事例

の相談はあったのかどうか。また、それらに対

してどうされるおつもりなのか、お伺いいたし

ます。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 法定外公共物ということで、

いわゆる道路法、それから河川法の網をかぶっ

ていないというふうな土地になりますけれども、

背景的にはいわゆる昔からの道路、水路という

ことで、民地にしてしまうと後でトラブルが生

じるというふうなことで、最初は国のほうでず

っと所有していたという形になりますけれども、

20年ほど前から各市町村のほうで所有するとい

う制度になったところでございます。法定外と

いうことでございますので、管理につきまして

は、今までの水利組合でありますとか農地を利

用する方が管理してきたというふうな歴史的な

ところがあると思っております。 

  それで、一番多いのが、やはり農地の被災し

た部分につきましては自分で復旧するというふ

うなところは皆さんお持ちかと思います。ただ、

農道、水路につきましてはどうしてもほかの方

も利用しているということもありまして、どう

いう負担割合でしたらいいとかというところが

やっぱりいろいろ御相談のあるところでござい

ますけれども、特に改良区内につきましては、

新庄土地改良区、泉田川土地改良区もそうです

けれども、各地区の中で維持管理委員会がござ

いますので、負担部分についてはほぼほぼ維持

管理委員会の中で支払っていきたいというふう

なものが各改良区からの回答でございまして、

改良区としても各地区と相談しながらやってい

きたいというふうなことでございますので、地

区の方々も改良区のほうでの相談も乗って、そ

ういった形で、維持管理委員会の名のもとに今

回の小規模の農地の災害復旧事業なんかにつき

ましてもその名義で申請したりしているところ

でございます。 

  なお、改良区外のところにつきましては、や

はりその土地を利用している方々が協議してと

いうふうなことに当然なりますけれども、改良

区隣接のところであれば、改良区のほうでも改

良区外であっても相談に乗っていただきたいと

いうことで、改良区もかかわっているというふ

うなところで御理解いただきたいなと思ってご

ざいます。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 改良区に入っていれば
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問題ないんですよ。入っていないところが大変

なんです。 

  先ほどの冒頭の話に戻りますが、800カ所弱

のうち、保全会、それから国の制度に乗る部分

に関しては大体300件ぐらい、260件。残り520

件ぐらいが今回の県と市、あるいは市単独で補

助するのかという流れになっていますよね。こ

の前、10月初めの中で相談に来ていらっしゃっ

た方が100人。件数とは人数が違いますが、100

人の方が農林課のほうに相談いただいたと。背

景として、ちょっと出足が遅いなと。私が思っ

ているのは、収穫期を間近に控えておられて、

実際稲刈りとか収穫してみないとはっきりした

災害の規模の確定ができないという部分もある

一方、それから、見積もりを頼むにはやっぱり

しかるべき方に頼まなければならないというこ

とで、建設屋とか非常に混んでいるのかなとい

う背景もありますが、余りにも出足が少ないと。

まさに新庄市がもう少し、例えば全て自己財産

あるいは法定外という垣根を、このたびはこれ

までの制度よりもひどい被災をされているので、

その辺を前提に考えるともう少し市民のほうが

相談に来やすくなるのかなと。このまま今のと

ころ100人、予算書では大体300件を想定して予

算措置されているようですが、その辺もう少し

市民に歩み寄る、被災された方に歩み寄る姿勢

を示さないと、私は従来の制度だけでは本当に

このたびの災害に対して市が十分な手当てをし

ているとは言えないのではないかなと思います。 

  先ほど申し上げましたように、個人財産にか

かわる部分は農林課だけではなくて、所管は環

境課、都市整備課のほうまで及びますけれども、

全ての方にできるだけ、やれるだけ精いっぱい

の支援をすべきかなと思っています。 

  今のところ、資金の問題は後ほど同僚議員が

質問するそうなので私はやめますが、本当に

520件、ですから300件今回来たとしても、220

件は次の年に持ち越すか、それとも来ないのか

と。もうこのまま、農業にはこのままだと復旧

しても魅力がないのでやめるのか。あるいは工

事費が本当に高過ぎるのからやめるのかと。で

きるだけ私は新庄市内にせっかくこれまで先祖

伝来続いてきた農地を、できれば私はこのたび

の災害にめげることなく乗り切ってもらいたい

なと思っていますが、これ今、県の制度と市の

制度であわせて補助している部分がありますが、

県のほうでも今は議会中で、これからどのよう

な歩み寄りかがわからないかもしれません。原

則これまで受けた説明ですと、県と市が一緒に

やる部分に関しては、県は多分当年度で終了す

るという説明ですが、仮に今言った背景がある

中で、ことしだけでは対応できない部分を来年

に持ち越すと、県がそのような判断をされる、

あるいはこれまで補助対象だった部分を緩和し

てさらに広げていくといった部分に関して、県

が基本的に40万円以下の３分の１、市は受益者

負担が２分の１になるように市が独自の措置を

する中で、県の動向、予測も大変でしょうけれ

ども、県がそれら緩和措置、例えば期間の延長、

対象の範囲を広げた場合、新庄市の対応はどう

されるおつもりでしょうか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長、小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 議員おっしゃるとおりですけ

れども、県の補助事業につきましては基本的に

30年度までというふうなことでやってございま

す。当市におきましては２分の１の事業という

ふうなことで、ことしじゅうには全ては絶対終

わらないだろうなという想定のもとに、来年度

も行うというふうな覚悟でおります。県のほう

では来年度の３分の１の補助につきましては検

討中ということで、全くしないというふうなこ

とでは今のところございませんけれども、今後

も要望しながら県のほうにも働きかけていきた

いなというふうに思ってございます。 

  また、補助内容につきましても、実際のとこ
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ろ、例えば重機を借り上げて自分でするという

ふうなところは県の事業の中になかったんです

けれども、私たちが要望して、そこもオーケー

だよというふうなことになりました。また、保

全会地域内のところは最初だめだったというふ

うなところで、ほぼほぼ85％以上が新庄の場合

保全会地区ですので、それだったら県の補助の

メニューはほとんど生きないですよというふう

なことで、それも取っ払っていただきました。

まだまだ県の補助に該当する部分が市のほうで

該当する部分よりもちょっと小さいのかなとい

うふうなところにつきましては、今後も求めて

いきたいなというふうに思っております。特に

来年度の補助についてはお願いしたいかなとい

うふうに思ってございます。 

  今回小規模の農地の災害復旧事業ということ

で5,250万円というふうなことです。これは２

分の１というふうなことで、事業規模では１億

500万円というふうな形になりますけれども、

これにつきましては300カ所程度予定してござ

います。想定しているのは500カ所ぐらいはあ

るだろうというふうに考えてございますので、

来年度200カ所につきましては措置したいなと

いうふうに考えております。話を聞きますと、

さまざまな事情の中で今年度中はちょっと無理

だというふうな方が結構いらっしゃいます。３

割、４割方そういうふうな方がいらっしゃいま

すので、そういった方につきましては来年度の

予算の中で対応していきたいなというふうに考

えているところでございます。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 若干農地の災害復旧か

らそれるのですが、法定外公共物、水路、農道

等を含めますが、これまでの制度で救済できな

い部分、それから民有地、例えば住宅等建物に

関しては被害が及んでいないが、宅地の敷地が

例えば山が崩れて落ちてきていて、このままで

いくと危ないと。あるいは、逆に川沿いにある

住宅等の敷地、侵食されてこのまま放置しては

住めない状況にあるといった例も数点、私も相

談に乗らせていただきました。でも、やっぱり

これは現の今の制度の中では行政として税金を

出す根拠がないわけですよ。ただ、今回の８月

の２度の大雨に関しては、市長の中でも報告が

ありましたが、これまで我々が経験したことの

ないようなものが来ているわけです。このまま、

そのままでいいんでしょうか。本当に今まで新

庄市の制度、規定の中ではここまでしかやれな

いんだよと。それ以外の方々は悪いけど自分で

何とかしてねと。私はこんな姿勢でいいのかな

と、若干寂しくはなるんです。 

  例えば、先ほど申し上げましたが、よその隣

接する町や村の中では、全ての部分においてあ

る程度一定の金額の上限を設けた上で、このた

びは民有地であるとかそんな垣根なしに全てを

救済する仕掛けを出していると。ここは課長に

聞いても仕方ないんです。ここは市長、副市長、

その件に関してどのようなお考えでいるのか、

お伺いします。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

小野周一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 今回の災害、昭和49年８・１災

害以来44年ぶりのいわゆる水害と、豪雨による

水害ということでした。これによって被災され

た方、たくさんいらっしゃるという話も聞いて

おりますし、そのとおりかと思います。大変被

災された方はお気の毒かなとは思っております

が、基本的にまず法定外公共物、これは先ほど

農林課長からも説明がありましたが、もともと

国の財産だったものをそれぞれの市町村に譲り

受けたという形にはなっております。基本的に

は、法定外公共物につきましてはそれぞれ利用

されている方が管理していくべきものかなとい

うのが原則かと思います。ただ、そうはいって

も、今回のような災害が発生しないような減
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災・防災の立場から、例えば法定外公共物の、

非常に石川議員御存じとは思いますけれども、

数量的にはいわゆる換地ですから相当あるわけ

です。その中でも、災害発生の予防あるいは減

災のためにも、水路等の整備は本当の緊急度合

いを見ながら順次年次計画をもって進めていく

べきなのかなというふうには考えているところ

でございます。 

  あと、個人財産については、行政が手当てす

るというのはなかなか難しいのかなというのが

正直です。ただ、当市におきましてもいわゆる

災害見舞金という制度がございます。これはい

わゆる豪雨とか暴風とか、あるいは火事で被災

された場合は、被災の程度に応じてということ

になりますが、基本的には住居、現在お住まい

になっている建物が全壊したかあるいは半壊し

たか、あるいは今回みたいな床上浸水なんかで

も、本当に些少の金額になりますが、見舞金と

いう形での制度がございます。その辺の中で、

本当に災害によって被災された市民の皆さんに

は、そういう制度の中でいろいろ行っていると

いうことでございます。 

  ８月30日は災害救助法の適用を受けた豪雨と

なるわけですが、一時的な応急処置、例えば土

砂を撤去するとかというのは可能であっても、

個人財産の財産の形成に資するようなことまで

市が支援していくというのはなかなか厳しいの

かなというふうに私は思っているところでござ

います。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 石川議員の質問と若干

ダブるようなところがあるかもしれませんけれ

ども、ちょっと聞いてください。 

  最初に、市民にもう少し寄り添った支援があ

ってもいいのではないかという話なんですけれ

ども、実はこういうことがありまして、土砂が

崩れたと。それで、家に迫っているのでと言っ

たところ、その個人の財産、今副市長も答弁さ

れましたけれども、それについては個人でやっ

てくださいと、そういう決まりになっています

という市の対応。確かにそうなんです。縦割り

行政ですので。ところが、ある方を通じて県に

話をした。そしたら、その崩れた土砂を搬出し

てくれたと。ある県の方に確認しました。どう

やってできたんですかと。いや、県民に危険が

差し迫っているから、その危険を除去するんだ

と。そこまで考えてやっていただけたら、市民

感情としては、ああ、新庄市も一生懸命やって

くれたんだなと思うと思う。その人は私に、市

は何もやってくれないんだな、県に相談したら

そういう理由で除去しますよと除去してくれた

と。今度おまえに、市役所に頼まないわ。そう

いうふうに思われたら、行政は全く信頼を失い

ますので、その辺はお互いにもう少し、市民は

市役所職員も不眠不休でやられていますので疲

れていらっしゃるということもわかりますけれ

ども、ただ、被災された人方に対するいたわり

とか、そういう気持ちが根底になければ、優し

さがなければ行政は信頼を失うという見本だと

思います。 

  それでお尋ねします。あと、石川議員から譲

っていただきましたけれども、歳入の７ページ。

災害復旧費分担金、21カ所で1,050万円。これ

は受益者負担で50万円ということですね。それ

から、10ページの小規模農地等災害緊急復旧事

業費補助金5,250万円。これは大変いいと思う

んですけれども、ただこの中で、いわゆる２分

の１助成ですので、あとの5,250万円は受益者

が負担しなければならない。それで、私が一番

心配するのはそれこそ災害を受けた人方を、私

も回ってみましたけれども、中には金がかかっ

てもう直さないという人もいるわけですよ。ま

すます農地が、ことしなんか見てみますと耕起

もされていない農地、いわゆる耕作放棄地に近
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いような農地が見えている。その中でまたこの

災害があって田んぼに砂利、石ころが入って、

そのままもう金かかるからやらない。ますます

農地の景観が失われる。それを非常に心配して

います。だから中には、もう年も年だし、後継

者もいないし、どうせ荒れたっていいや、もう

いいや、もう使わないという人もいるかと思い

ます。 

  それで財政課長、提案なんですけれども、

1,050万円ですよね、1,050万円。あと5,250万

円、これについて無利子で、農家の負担分を無

利子で融資するということはお考えになりませ

んか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 融資のことにつきましてちょ

っと発言させていただきたいと思いますけれど

も、山形県の制度の中で、こういった農地災害

での利子補給というふうなところがございまし

て、0.85％になるまで県と市が補助するという

ふうな制度をつくりました。それで、その

0.85％の残った部分につきましてＪＡが負担す

るというふうな制度でもありますので、各市内

の農協、２農協ございますけれども、確認しま

したら、例えば補助残分の負担分につきまして

申請のあった書類があれば、その金額をもとに

無利子で融資するというふうな制度を設けたそ

うでございますので、これの活用につきまして

は各申請に来られた方にお伝えしたいというふ

うに考えてございます。 

  なお、上限につきましては500万円というふ

うな２農協のほうの制度でございます。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） それは私も農協が利子

補給するということは聞いて知っています。た

だ、そうではなくて、私が言いたいのは、これ

だけほかの行政は100％行政が責任を持ってや

りますよという中で、新庄市は温度差が低過ぎ

るんじゃないかと言われているわけですよ。例

えば３カ所、私が知っているのは３カ所、２町

１村は、２町２村だな、全部行政で負担します

よと。直してください、やりましょうと。最上

の中心と言われながら温度差が低い中で、新庄

市が独自で新庄市の農家に対して無利子で融資

をするということを考えないのかということで

すよ。県がやるからそれに乗っかるということ

ではなくて、新庄市が主体となってやる。それ

をアピール、住民、農家の皆さんに新庄市は中

心になってこれをやるんだとアピールする気は

ないのかと聞いています。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 農家負担分のことにつきまし

ては、この制度の中で、農協融資の中でできる

というふうなことでございますので、それを活

用しながらやっていきたいと。それの利子負担

分については県、それから市、それから農協の

ほうとの協調で補助するというふうな制度でご

ざいますので、それを活用していきたいという

ふうに考えてございます。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 冒頭申し上げましたよ

うに、農地が金かかるのでもう直さないという

人がふえてきたときに、非常に困るわけですよ。

農家も困るし、消費者も困る。その中で早くそ

ういう制度を知らしめて、こういう制度がある

ので活用してくださいと。無利子であれば、そ

れはある程度アピールはすると思うんですよ。

だからもっと、石川さんの言葉をかりれば、歩

みが遅いというかアピール度が足りない。何も

してくれないというイメージを農家の方が思っ

たときには、それは行政の損失だと思うんです

ね。だから、先駆けて先駆けてやっていただき

たい。それはもう県と市と農協とで話をすると
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いうことですので、なるべく早くそれを知らし

めないと、もういいわ、もういい、もう諦めて

やらないわとなりますので、無利子の金が使え

ますよということでそれをアピールしていただ

いたら、修繕しようという農家が来ると思いま

す。 

  それから、本当に残念なことなんですけれど

も、一番最初に申し上げました、市に相談した

ら、あなたの財産だから、それはあなたがやっ

てください、そういう決まりなんですと言われ

た。確かに縦割りですので、それは確かにそう

だと思いますよ。副市長も個人の財産までには

言えないと、手を出せないというのはわかりま

すけれども、それは市民にしてみれば逃げてい

るとしか思わないわけですよ。だから、自分た

ちができない予算、前にも言いましたね、決算

の中でも。どうやったらできるかということを

考えてくれるのが行政の仕事ではないですかと

話したことがあるんですけれども、それと同じ

ように、どうにかしてそこを救えないだろうか

と考えないのかねと思います。それは市民にと

って非常に残念なことだと思います。県に話を

したら、その土砂はじゃあ搬出しましょうと。

それ、理由は何ですかと言ったら、住民に危険

が迫っているからです、その危険を除去するん

ですよという理由が成り立つわけですよ。もう

少しそうやって、少し目線を優しい目線に変え

てやっていただければ、新庄市民の生活もよく

なると思います。 

  長くなって済みません。ありがとうございま

した。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 先ほど、個人の財産についてはな

かなか公共として手をつけるというのは大変難

しいという決まりがあるのは事実であります。

ただ、１件だけを救うということも非常に難し

いことでもあります。今回の議員の皆さんから

提案されたことについては、これまでの災害対

応等含めて、どういう形でそういう方に補助を

出せるかというようなこと。形状にもよるかと

思います。それから、発生の原因にということ

もよるかと思います。そういうことも精査され

て、将来に持続可能な形で補助できるような形

を検討させていただきたいというふうに思いま

す。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今の市長のお答えは、

大変誠意ある答えだったというふうに感じます。 

  先ほどの災害対策に引き続いて関連してです

が、やはり法定外公共物と言われる山からの水

路、国が持っていたものが市の管理になった。

この水路のあふれ水で、御存じと思いますが、

国道脇に住んでおられるある高齢者の自宅が、

玄関が使用不能のような状態に削られてしまい、

土どめをつくっていたものが崩れ去り、これで

いきますと本人はわずかの年金で生活しておら

れる方ですので、もう冬は越せないのではない

かという状況で、もう新庄にいられないかもし

れないような状況に陥っております。そういう

意味では早急にこの方がその自宅におられるよ

うに、土どめを押さえたり、玄関を通れるよう

にしてあげたり、そういったことが緊急に今必

要な気がするんです。そういう意味では、今市

長がおっしゃられたところを早急に対策を打っ

て、そういうこの冬越せないかもしれないよう

な状況に陥っている個人宅の原因は法定外公共

物から来ているわけですから、その対策を早急

に打つ必要があるのではないかと思いますが、

もう一度お聞かせいただきたいというふうに思

います。 

  あともう一つは、林道の崩れがあったという

ことです。このたび林道と思われていた、林道

として認識されていたところが崩れてしまい、
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稲刈りができないというふうな状況に陥った方

がおられ、とにかく市にお願いしたいというふ

うに言いましたら、実はここまでは林道だった

けれども、廃止になったんだと。関係者に知ら

せずに、田んぼに行く道路が林道だったんです

が、それが関係者に知らせないまま廃止になっ

たんだというふうになり、顔面蒼白になってし

まいました。その農家の方は稲刈りを考えて、

緊急に砂利などをダンプトラックで６台ほど運

んでもらって稲刈りできるようにとにかくした

という話ですが、いつから林道が廃止になった

のかと。こういったことを農家に知らせずに廃

止できるのか。怒りに震えております。この問

題についてはどのように考えるのか。本当は廃

止を知らせていないわけですから、林道として

市が直すべきものだったのではないかというふ

うに考えるんですが、どうだったでしょうか。

（「補正予算書の何ページだ。予算書の」「補正

予算審議ではないだろう」の声あり） 

  今のは10ページの11、災害復旧費についてで

す。 

 

     午前１０時５２分 休憩 

     午前１０時５３分 開議 

 

小野周一議長 では、休憩を解いて再開いたしま

す。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 議員おっしゃる箇所につきま

しては以前林道の上野１号、２号、３号という

ふうな林道がございましたけれども、ゴルフ場

の開発によりまして途中の林道がなくなったと

いうふうなことで、１つだけ今林道として認定

されているところでございます。この林道につ

きましては洗掘とかありましたけれども、今回

の災害の予備費でもってやったところでござい

ますけれども、一部残った林道でない、普通の

道になってしまったわけでございますけれども、

ここにつきましては議員おっしゃるとおり林道

でないということで、農道という扱いで今回の

小規模農地等災害復旧事業の中での２分の１と

いうことで対応させていただいております。こ

の件につきましては、かなり昔のことですので

どういった形でお知らせしたのかしていなかっ

たのかという事実確認がちょっとできておりま

せんけれども、今回農道というふうな解釈によ

って対応したというふうなことでお許しいただ

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 最初の法定外の件でお答

えさせていただきたいというふうに思います。 

  法定外の、特に今御質問されているのは青道

という排水路の部分であるかと思いますけれど

も、今回の河川災害の中には３河川、延長にし

ますと300メーターほどの復旧部分の工事費が

計上されております。この部分については法定

外水路として位置づけをされておるものでござ

いまして、全部がその対象から外れているとい

うことではございません。そういう中にあって、

例えば都市部の中の水路であるとか、その所管

がどうもいまいちはっきりしないような部分に

つきましては、これまでも、庁舎内の水路検討

委員会というのがございまして、その中で協議

をし、その後の方向性について定めてまいった

ところでございます。今御指摘の案件がどこな

のかはわかりませんけれども、その都度教えて

いただければ、協議をさせていただいて、その

後の方向性について定めてまいりたいというふ

うに考えます。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最初に農林課長が農道
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ということで許していただきたいという対応に

させていただきたいというお話でありました。

これ、関係者に廃止だということを知らせてい

なかったようなんです。そのために、本来であ

れば保全会のほうに地域指定に入れていただい

て、そうしていけば今回のような場合、保全会

の負担で農道修理などに充てることができただ

ろうと思われる内容なんです。それが知らされ

なかったということで、全く保全会とも無関係

になり、個人で大量の大きな出費にさせられる

ということで、こういうことになりますと、農

家の方に言わせれば、こういう大変なところで

もあるということで子供が農業やらないと。自

分がやめたらここはもう荒れ地。木がたちまち

二、三年で生えてしまったり、草刈りもしなか

ったりということで、たちまち山になってしま

う。本当にそれでいいのかということで嘆いて

いるわけです。大事な先祖の宝としてやってい

る農地でありますが、このようなことになって

しまえば、たちまち農地でなくなってしまう。

先ほど義一議員も石川議員も大変心配しておら

れている耕作放棄ということがどんどん進めら

れてしまうことがあるわけです。その話を直接

聞かせられたときに、私たち市民の代表である

議員として本当にこれでいいのかとみんな共通

して思っていることなので、そういう意味では

林道の廃止ということを知らせなかった、そう

いう意味ではその責任は私は市としてあるわけ

ですので、林道という立場でやるか、あるいは

農道の農家負担がないように市で、ほかの先ほ

どの議員のお話によれば２町２村ということで

全て災害対策を地域行政でやっているという、

その立場に市も立つべきではないかと思うんで

すけれども、どうでしょうか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 先ほども申し上げましたけれ

ども、林道の廃止の経緯につきましてはゴルフ

場の開発がもう25年ほど前のことでございます

ので、事実関係につきましてどういうふうなお

知らせをしたかというところにつきましては、

ちょっと不明なところがございます。これは一

つですけれども。 

  それから保全会の区域指定につきましては、

農林課とか市が勝手に決めるわけではなくて、

保全会として、どこまでのエリアを保全会とし

て担えるのかというふうなところの計画がござ

います。それはその保全会が決めることでござ

いますので、例えば来年から次期の計画が始ま

りますので、そこの部分については保全会の区

域に指定するというふうなことであれば、そこ

に至る農道も含めまして保全会で管理すること

ができるというふうなことになります。そうい

ったことで、そういった話もその方々にもして

いたというふうに思いますので、今後もそうい

ったお知らせをしていきたいというふうに考え

てございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 25年前のことなので林

道廃止のお知らせをしたかどうか不明という課

長のお話でしたけれども、そこを使っている農

家の方は、長年やってきて、複数でありますが、

全く連絡、知らせを受けたことがないというふ

うにはっきりおっしゃっているわけでありまし

て、それがわかっていれば保全会に自分たちも

入れていただきたいということで間違いなくお

願いしていたはずなんです。それがなかったと

いう、知らせがなかったということが今回のよ

うな大きな農家負担をせざるを得なくなってい

る。農家を続けられるかやめるかという瀬戸際

にまで立たせられるぐらい厳しい状況に置かれ

るわけでありまして、そういう意味では市の責

任がやはりあるのではないかと思うのですが、

もう一度お願いします。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 
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小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 保全会の区域につきましては、

林道を通るとか農道を通るとかというふうなこ

とではございませんので、そこら辺のところは

捉え方のこともあるかと思いますけれども、特

に今後編入する分については問題ないのかなと

いうふうに思います。 

  先ほども申し上げましたように事実関係がわ

かりませんので、そこら辺の責任というふうな

ところについては答弁を差し控えたいというふ

うに考えたいと思います。 

小野周一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１１時０１分 休憩 

     午前１１時１１分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

  ほかに質疑ありませんか。 

７ 番（今田浩徳議員） 議長、今田浩徳。 

小野周一議長 今田浩徳君。 

７ 番（今田浩徳議員） それでは、私のほうか

らこの10ページの災害の復旧についてお伺いい

たします。 

  先ほど来、皆さんこの件につきまして質問さ

れていますけれども、地域ごとを見ますとやは

り限られた金額というのが頭にあります。そし

て、地区ごとによっては対応できる、そういう

お金を持っている地区と持っていない地区とい

うこともお話も伺っております。その中で自分

たち、先ほど維持管理委員会のほうで対応する

であったり、維持管理委員会とあと保全会での

対応というふうにはあるんですけれども、その

中でもやはり自分たちで順番を決めてというか、

自分たちで優先順位を決めて、決めてというか

話し合ってなんですけれども、そういう中で対

応をしていこうというふうな動きも見えていま

す。公平という名の中で不公平感を持っている

方も大変お話を伺うとあります。 

  それで、最初に設定されたこの金額なんです

けれども、やはりもう少し、ありきの金額のよ

うに思ってしまうんです。もっと増額できた内

容で対応していくべきではなかったのかという

ところをまずは伺いたいと思います。そして何

よりも、やはり同じ市民であるならばこそ同じ

対応をすべきと思いますので、そういうふうに

して、やはり広く多くの方が使えるようにやれ

たらいいのではないかと思いますので、その点

と、あと、当然工期は雪が降ることを考えてい

きますと、すごく差し迫ったところでしなけれ

ばならないというところもあると思います。当

然雪が降った中での工事というふうにも想定さ

れるんですけれども、その春にまた２次工事、

３次工事というような手間になる可能性もある

と思います。そういうところで、なるべく早く

やる作業と、多少雪が降っても対応できる作業

というふうな、そういう分け方であったりそう

いうふうなところ、考え方もありましたらあわ

せてお聞かせください。お願いします。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 まず、予算につきましては数

字ありきというふうなお話がございましたけれ

ども、そういうことはございません。あくまで

も国の災害復旧事業、工事請負費１億500万円

とか、それから小規模農地等災害復旧事業

5,250万円、この補助分につきましても、いず

れも想定件数掛ける想定費用というふうなとこ

ろで算出したところでございます。当然、予想

以上に申し込みが来れば当然12月補正もします

し、必要であれば３月補正もするというふうな

ところでございますけれども、必要量というふ

うなところで御理解いただきたいというふうに

思います。 

  また、御懸念いただいているようにやはりこ
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こは雪国ですので、なるべく雪が降る前にした

いと。ですけれども、業者も限られております

し重機も限られているというふうなところで、

どうしてもことしじゅうにできないというふう

な方が結構いらっしゃるのかなというふうに思

いますけれども、それについては翌年度に対応

していきたいというふうに考えております。中

には雪が降らないといけないというふうな方も

いらっしゃいますので、そういった方々の話も

聞きながら行っていきたいと思います。当然、

工事をやってみるとちょっと年度を挟んだりと

いうふうなこともあるかと思いますけれども、

そういった事情につきましても相談しながらや

っていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

７ 番（今田浩徳議員） 議長、今田浩徳。 

小野周一議長 今田浩徳君。 

７ 番（今田浩徳議員） その予算ありきではな

いというところであれば、なおその12月の補正

であったり３月の補正にもやはり皆さんが期待

できるというか、しっかり修理や保全ができる

という、そういう金額をぜひ示していただけた

ら、なおありがたいと思います。 

  そしてこの中で、農林水産物等災害対策事業

費補助金のほうでもそうなんですけれども、大

変、作業場であったり農機具であったり、また

現在刈り入れの進んでいる圃場においても、コ

ンバインやトラクター等の故障やさまざまな修

理を要するようなことが想定外で起こっている

農家もいます。その中で、修理代が通常思って

いる金額を超えている農家も大変いるというふ

うに伺っております。そういう中で、これから

農機具販売店やＪＡから農機具修繕に係るさま

ざまなそういう支援のお願いであったり、そう

いう話が上がってくるとは思うんですけれども、

その分への対応、対策等は考えておられますで

しょうか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 この農林水産物等災害対策事

業費補助金につきましては県のほうでの事業で

出てきたところでございますけれども、主に水

田のポンプの被災による修繕でありますとか、

あるいは畜舎が冠水したところがありますけれ

ども、その農機具の修繕でありますとか、それ

からちょうど８月５日ですと特にソバをまいた

直後で、種子が根づかないうちに流されてしま

った再まき直しの種子代でありますとか、そう

いったところでございまして、その８月５日、

６日、それから８月31日の豪雨によりまして直

接被害を受けたというふうなところでございま

すので、今回、当然コンバインなんかが実際に

見えない、刈ってみるとなかなか見えなくて、

異物が中に入って故障したというふうな事例を

聞いておりますけれども、それにつきましては

この事業の中に入れることができないというふ

うなことでございます。なかなか、その災害に

よってというふうな特定になりますと、やはり

水没とかそういったところの直接要因というふ

うなところでの補助事業になりますので、御理

解いただきたいというふうに思います。 

７ 番（今田浩徳議員） 議長、今田浩徳。 

小野周一議長 今田浩徳君。 

７ 番（今田浩徳議員） なかなか先ほど来、想

定外という言葉がよく出ています。本当に我々

は想定外な経験をしたわけですので、やはり対

策も想定外という対策をぜひしていただいて、

新庄市はやっているというのをきっちり市民が

理解できるような対策をとっていただかないと、

それはやっぱり先へ進めない。この次の災害対

策というふうな課題になってくると思いますの

で、ぜひその点はよく考えていただけたらなお

ありがたいと思います。 

  先ほど課長が言ったように、今ソバ刈りがち

ょうど始まったところで、やはり皆無なような

圃場もたくさん見受けられます。本当にこれか
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ら先そういうところでの対応も確かに大事なん

ですけれども、今あるその作業をしている方々

で実際に被災している方々へ早急な対策を、広

く皆さんに公平に対策を講じてほしいと思いま

す。どうぞその点はよろしくお願いしたいと思

います。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） このたびの水害におい

ていろいろな、各議員からもいろんな角度から

質問されております。やはりそういうふうな質

問をする議員は、いろんな町内、いろんな各関

係者からいろんな情報提供をいただいて質問し

ていることだろうと思っております。私もその

中で、そういうふうな立場で質問させていただ

きたいと。 

  まず市長、一つ。国へ行ってきましたね、国

へ。首長たちと、９月27日でしたか。これは８

月の豪雨、２回目の豪雨後、被害を受けた状況

の中で把握しながら行ってきたと思いますが、

県では９月４日に知事が行っているんですね。

そして、新庄市の土地改良区の中で理事長も９

月７日に上京していると。そうした点を踏まえ

てなんですが、当然市長も首長たちと最上郡の

激甚災害指定を何とかしていただけないものか

というようなことを言ってきたということはマ

スコミでもちゃんと知っている。そういうふう

な状況を鑑みた場合、このページの収入の国か

らの交付金、そして県からの交付金、予算的に

載っているわけです。ページ数を言いますと、

言わなくてもわかっていると思いますが、ペー

ジ数を言えば７ページ。そういうふうな激甚災

害指定をお願いしたいといって国にお話を言っ

てきた。そういうことが今後国がそういうふう

な状況を判断して激甚災害指定の方向でいくと

すれば、市長はどういうふうな捉え方で行って

きたのかをお聞かせいただきます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 今回の陳情につきましては、８市

町村の全員がなかなかそろうことができない中

でそろっていきましょうというようなことで、

県、それから東北農政局、それから農水省の副

大臣というようなところに陳情に行ってきたと。

東北農政局の中では今後の査定について、公に

はできないけれどもというようなことで、ホッ

トラインを設けていただきたいというようなこ

とを言われてきております。 

  それから、あと激甚災害等につきましては、

非常に全国で災害が多発しているので、その比

較になるというような状況ということで、それ

がこれも国の査定であると。これが10月の末か

ら11月にかけて査定が入ると。その状況により

ますよと。しかし、要望は要望でありますので、

先ほど東北農政局におきましてもホットライン

の中で緊密な査定前の打ち合わせを行わせてい

ただきたいというふうなアドバイスを受けてき

たところであります。あとは農水におきまして

も、先ほど申し上げました全国でそういうふう

な状況にあるので、ここだけこうするというよ

うなことはなかなか厳しいというようなことも

言われましたが、やはり農家の皆さんが将来に

結びつくような、希望を持てるような形での支

援をぜひお願いしたいというようなことを申し

上げてきたところであります。これも最後には

やっぱり査定待ちであるというようなことがあ

りますが、来年度、ことしの補正予算あるいは

来年度に向けて全力で地域を支えるような方向

でいきたいというようなことを回答していただ

いているのが現状であります。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） そういうふうな受けと

め方もしてきたということです。やはりそれは

激甚災害指定を受けた場合と受けられない場合
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との、それ相当の国の援助があったほうが当然

地方としても災害対策をやりやすくなってくる

のは間違いないわけでありまして、ぜひひとつ、

まだ国のほうから何ら連絡はいただいていない

かと思いますので、これからもできる限り指定

されるような方向づけをお願いしたい。 

  ２回目の質問になるので少し長くなるという

か、いろんな点がありますので、ひとつお聞か

せいただきたいと思います。 

  １つは、農林課長、これまでの答弁の中で、

維持管理費というのは、これは土地改良の問題。

維持管理費とかかわりづくのは当然、今、各町

内で水・緑環境保全会でやろうとしている事業。

そして、またもう一つの補助事業、市の２分の

１、この兼ね合いですね。当然うちのところの

担当者も重複した助成措置はできませんという

ような説明を聞いてきているということで、

我々にも話がありました。要するに、水・緑環

境保全事業で施した場合は、市の２分の１の助

成はできない。また県の事業も、これも２分の

１と言っている。そういうものはできない。そ

ういうような説明があったということ、それは

間違いなくそういうものなのか。それは制度的

にあるかと思いますが、その辺をちょっともう

少し確認的にお聞かせいただきたい。 

  そうすれば、水・緑環境保全事業の事業費と

いうのは、今、今田委員もおっしゃった、各町

内ごとに全部台所が違うわけ。85％が水環境保

全事業でやろうとしているというような、農林

課長が新庄市の場合、先ほどそういうような答

弁もありました。そういうふうな捉え方より、

じゃあ２分の１の新庄市の助成はどこへ行って

しまう。その辺の、今田議員が言っている公平

性が保たれるのか。ましてや国の事業に、40万

円以上の事業費に見積もり、事業費がのったも

のは10％負担です。いいですか。国の事業にな

ると10％負担、負担割合が生じると。新庄市、

市の事業には２分の１、50％。その辺の公平性

というのは、誰が考えたって公平性さを保って

いないということがわかる。ましてや水・緑環

境の事業と重複することはできないということ

になれば。そういうようなことを考えたことは

ありますか。同じ災害なんですよ、同じ災害。

これだけの災害。国の事業費が多いか少ないか

でそういうふうな色分けをされてしまう。そう

した場合に出てくるのは負担割合。そういうこ

とを考えたことはありますか。ほかの町村はど

うでもいいというわけではないの。課長、ほか

の町村、最上郡、これだけ水害で一番被害を受

けた最上郡。ほかの町村はどういうふうな対応、

対策を補助的にやっていくか、そういうふうな

情報を把握したことがありますか。石川議員が

言ったのはその辺なんです。広域に行ったらい

ろんな各議員が当然来ているわけで、いろんな

話が出てきている。課長、どこまで最上郡のこ

れだけの被害が想定受ける。特に大きい県では

早期集計的に県全体で67億幾らとかというの。

相当な被害ですよ。まずそこを１つ。これは当

然同じ災害の被害。災害の被害に色分けして公

平性を欠くようなことをしてはだめだと私は思

う。できるだけやっぱり災害って、天災でしょ

う、これ天災。そういうことを考える気がある

のかないのか、それをひとつお聞かせいただき

たい。 

  あと、やはり先ほど融資の問題もあった。あ

るＪＡでは無利子で災害を受けた方々に融資を

しますというようなことも各農家に、組合員で

すか、郵送で知らされました。そういう対応も、

金融機関において対応しようとしているところ

もある。市はそういうふうな何らかの対応策が

全然今のところ示せていない。水・緑環境保全

会の担当役員というか、各町内にいる方々にそ

ういうふうな説明はあったのか、ないのかです

ね。やはり大事なんです。この辺をやっぱりき

ちっとまとめて、せっかく説明会２回、もっと

やっていますか。１回目のときは、あそこのゆ



- 19 - 

めりあの２階、入り切れないくらい人が参加し

たという話も聞いているんです。あそこは100

人しか入らない、椅子は。それだけ災害に関心

というか、どういうふうな対応をしてもらいた

いかとか、入り切れなかったという話なんです

よ。２回目はその半分くらい。入り切れないと

いうことは、恐らく百何十名か来ているという

ことだよ。そういう状況が起きているわけです

よ。いいですか。そういうふうな最初の段階で

説明をせっかく市が企画してやろうとしたとき

に入り切れなかったという、最初する場所を設

定するなんていうのは、その辺からこの災害に

対しての行政の対応が甘い。そう言わざるを得

ない。まあ、過ぎたことをここで言ったって始

まらないんだけれども。 

  あと、この長寿命化というのもあるんですね、

長寿命化対策事業。このお金も国から来ている

んだけれども、この辺の災害に向けられること

を考えられるのか考えられないのか、それもち

ょっとお聞かせいただきたい。 

  まずこれ以上言うとわからなくなっていくか

ら、まあその辺まで。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 まず、保全会の事業につきま

してですけれども、保全会のお金につきまして

は国２分の１、県４分の１、市４分の１という

ふうなことで、全額公費だというふうなことを

御理解いただきたいと思います。それであるた

めに、公的な補助事業の補助残分について保全

会が支払うことは、それはできないでしょうと

いうふうなことも御理解いただきたいというふ

うに思います。 

  すみ分けなんですけれども、保全会につきま

しては、いわゆる施設の道水路の維持管理とい

うふうなこともございますので、破損箇所の修

繕をするというふうなことはよろしいでしょう

というふうなことで、全額保全会の中で合意が

あればよろしいというふうなことでございます。 

  それから、先ほども申し上げましたけれども、

いわゆる水路等につきましてはかなり公共性が

高いものですから、いわゆる２分の１の事業の

補助残分につきまして誰が負担されるのかとい

うふうなことにつきましては、主に改良区であ

るとすれば維持管理委員会の各地区の財布の中

から出していきましょうというふうな方向性で

各改良区とも足並みをそろえているところでご

ざいますので、そこら辺の財布の大きさもござ

いますけれども、御相談いただければというふ

うに思います。また、そういったところが話に

なれば、改良区とも入りまして、一緒に話をし

ていきたいというふうに思います。 

  あと、国の災害復旧事業につきましては、基

本ベースとしては国が２分の１を出すというふ

うなところでございます。道水路については

65％出すというふうなことが基本でございます。

ただ国の場合、いわゆるブロック積みであると

か、それからふとんかごというふうなところで

かなり金がさがかかります。当然その事業をす

るに当たってはちゃんとした設計をしなければ

なりませんので、今回の査定、再来週から国の

査定が入りますけれども、査定設計というふう

なところで予備費から4,000万円ほど出してお

りますけれども、それの設計につきましては全

額市で持つというふうな覚悟でおります。それ

で今後、詳細設計、これについても市で持ちた

いというふうに考えてございますけれども、工

事費についてはやはり負担していただきたいと

いうことで、１割というふうなことで非常に少

ない額に思えるかと思いますけれども、今回予

算の中で、歳出の中で１億500万円というふう

なところでのこの部分が国の査定を受ける箇所

の予定事業費になりますけれども、これにつき

ましては26カ所ほどでございます。割りかえし

ますと１カ所当たり四、五百万円かかるという

ふうなことでございますので、やはり農家の負
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担というふうなものを考えて、やはりそんなに

求められないだろうなというふうなことで10％

としたところでございます。市の事業につきま

しては２分の１というふうなことでございます

けれども、農家の財布と相談しながら、こうい

うふうな工法ができないかというふうなことで

一緒に考えながらやっていきましょうというふ

うなスタンスでございますので、パーセンテー

ジで申しますとかなりの差がございますけれど

も、実質的な負担というふうなことで考えてい

ただければというふうなことでございます。 

  説明会につきましては入り切れなかったとい

うふうなことでございますけれども、その辺の

夜の説明会についてはちょっと時間を区切って

３回行いました。１回目は入り切れないに近い

人が入りましたけれども、入り切れないという

ことはございませんでしたので、そういったこ

とも想定しながら３回行ったところでございま

す。 

  そのほかの町村の状況については把握してい

るところでございます。さまざま補助率を設定

しているところでございます。うちの山尾市長

につきましても各町村にちょっと声がけしたと

いうふうなところがあるようでございまして、

ほかの町長から、市長から足並みをそろえたら

いいんじゃないかというふうに言われたんだけ

れども、やっぱり各町村の事情があるというふ

うなことで、やはりちょっとばらばらになって

しまったというふうなところをお聞きいたしま

した。その中で補助率が非常に高いというふう

な町村もございますけれども、ほぼ全部が上限

を定めております。ですから、例えば国の設計

で500万円かかると。それはとてもできないと

いうふうなところを、例えば100万円にしたと

ころで、新庄の場合は半分の50万円出すという

ふうなところでございますけれども、ほかの町

村につきましては具体的には申し上げませんけ

れども、何十万円、40万円の事業費、ですから

20万円までで足切りとかそういうふうなところ

で定めておりますので、そういった比率とかパ

ーセンテージで比較できるものではないという

ふうに考えているところでございます。 

  長寿命化というふうな話がございましたけれ

ども、保全会の中での多面的機能支払交付金の

中の一部の長寿命化事業、それから共同で行う

事業というふうなところで分けておりますけれ

ども、実際今回の災害等でありますと、例えば

長寿命化の分を今回の災害に持ってくるという

ふうなところはできますので、そういった計画

変更の中でその全額公費の多面的機能の支払交

付金、そのお金を使ってやっていただく分には

差し支えないというふうなところで御説明して

いるところでございます。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 大体わかったかなと。

ただ、説明会、町内代表して説明を聞いたんだ

けれども、地元に帰ってきてなかなか説明がう

まくいかないという代表者もいます。事実、う

ちの町内の説明を聞いてきた担当者も非常に四

苦八苦して説明をしております。そうした場合、

やはり行政からの説明、また土地改良の場合、

維持管理費というのがいかに使えるかというこ

と、物すごくこれは重要性が出てくるわけで、

そういうふうな場合ですよ、やはり町内の代表

者から、御足労かけるけれどもうちのところへ

説明に来ていただけないかと言われた場合はど

う対応しますか。私は、そういう場合はそれな

りにやっぱり説明に来ていただいて、そして納

得、理解していただくというのが行政の進め方

だと思っている。やっぱり行政サイドの課長か

何かはそれなりに。 

  それから、水・緑環境事業費というのは使い

方をいろいろ県なり、それから各関係機関で説

明を受けていると思います。やはり町内の代表

者はなかなか説明を聞いただけではのみ込まれ
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ないのが大半、ほとんどなんです。そういうと

きはぜひひとつ行政、土地改良にもお話しして

おりますけれども、やっぱりこの辺の連係プレ

ーが見えてこないんだな。うちの担当者も、市

と土地改良区との連携がなっていないんではな

いかと言っている声もある。この辺が、町内の

代表者が土地改良区に行ったり行政に行って説

明を受けたり、こういうふうにこうしてもらい

たいと。そういうふうな事の運び方では、どう

も行政がぬるい。やはり土地改良区と連携して

こういうふうな、先ほど言った農道とか用水路、

排水路、それは課長たちで公共性、これも議会

で言った、本会議で言った。これらは土地改良

区の施設なの。当然土地改良区で施してやるべ

きなんだ。その辺の連携が薄い。市長だって土

地改良区の役員会に出席していると聞いており

ます。その前の市長は余り出席していないとい

うことで。そうしたことで、やはりそういうふ

うな連携というのは大事なんですよ。こういう

災害の場合は特に。いいですか。土地改良区の

あれだけの修理、最上川揚水機場、新庄土地改

良区の揚水機場、清水、あれだけの被害を受け

たら7,000万円だと。本来ならば組合員が皆負

担を伴ってくる。そういうことを考えたことは

ありますか。やはり組合員に負担をかけていら

れないということで国に行ったり、お願い、陳

情しているわけですよ。そういうことも考えて

もらいたい。 

  あと、石川議員も言われましたが、法定外。

これは前も、この災害に関してではないけれど

も、法定外の道路、法定外区域、いろんなもの

があるんです。これは地方、市町村長に委ねら

れている。これの管理。いいですか。これは個

人財産。法定外区域というのは個人財産ではな

い。これは被害を受けたのが個人財産。法定外

区域というのは国なんだよ。国から移譲されて

いるんでしょう、各市町村に。これ、何年だか

にそういうことに法改正で変わった。そういう

ことを考えたら、被害が出たら個人財産だから

そこまではって、被害を受けるような状況をや

っぱり考えていかなければ、毎回起きるたびに

そういうふうなことが話し合われる。そういう

ふうな対応も大事だ。一度に皆できるなんてい

うことはまず考えられないけれども、やっぱり

優先的にとかいろいろあるでしょう。下山議員

がいるところの東山地区なんか、法定外ではな

いけれども、道路を越えて東山から来たところ、

東谷地田、住宅地まで皆押し寄せてきていると、

そういう話も聞いております。恐らく下山議員

には相当相談に各地区の人たちが行っていると

思う。道路排水路なんか丈立たなくなる。雨が

降るとその都度なんだということも聞いている。

都市整備課、そうだろう、その辺は。そういう

ふうな状況が生まれているのよ、想定外。最近

想定外という。想定外だから市民は泣き寝入り

しなければだめなのかということなの。そうじ

ゃないでしょう。行政というのはそうじゃない。

そういうふうな想定外だから市民の要請、話に

はなかなか難しいという考え方だけでは、新庄

市の行政が問われる。それでいいんですか。今

災害が起きた、特に農家の人方が多いんだけれ

ども、いろんな町村の行政を見比べて、何とか

市長、新庄市がリーダー的にもそういうふうな

災害のときに、やっぱり新庄市が見本を見せて

やるというくらいの物事をもって向かってもら

いたいなと思うんだけれども、その辺の考えは

ないですか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 御指摘の件、今回の議会はさまざ

ま議員の皆さんから市民の皆さんの御意見を聞

いた素直な、率直な御意見を賜りまして、まこ

とにありがとうございます。 

  法定外公共物のあり方については、確かに今

回の状況を見ますと、やはり手だての必要性を

感じているところであります。 
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  順番、これまではどちらかというと除排雪と

いうことで、側溝というようなことに力を入れ

てきたわけでありますけれども、最近の豪雨災

害あるいはゲリラ豪雨などを見ますと、それら

に対して計画的に進めていくと。これまでも災

害のちょこちょこ起きたところにというのは大

変気にはかけておったわけではありますけれど

も、さらに今後来るんだろうなということで、

全課挙げまして計画的に一つ一つ、市としても

災害の査定を行いながら進めていかなければな

らないというふうに肝に銘じているところであ

ります。今回の災害で大変大きな被害を受けた

方々が大変多いわけでありますけれども、一つ

私の記憶の中では、８・１水害の後、適切な災

害工事復旧が行われ、水路のつけかえあるいは

河川の改修などが行われて町の中に水があふれ

なかったなということの教訓がありますので、

今回の災害を通しまして、今後訪れるであろう

そういうふうなところを想定しながら、順次強

いまちづくりのための防止というか工事、法定

外等の災害に対応できた強い公共物のあり方を

検討し、また一つ一つ実施させていただきたい

なというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

小野周一議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） 10ページの小規模農地

の災害復旧工事でお聞きしたいと思います。 

  大変災害で今区切りのいいところで、市長の

答弁が出たところでもう終わろうかなと思って

おりましたが、一番被害をこうむったところが

私たちの地区でございますので、もう少し聞き

たいと思います。 

  一番心配していることは、来年の春、作付で

きるのかと地元の人たちが言っております。で

すから、先ほど佐藤義一議員やら石川議員、そ

れから清水議員からも申されましたけれども、

やはり改良区と市が一体となって進めていただ

かないと大変農家の人たちは困っているという

ことと、どこへ行って相談したらいいのかなと。

やっぱり一番頼れるのは市です。市へ行って相

談して、それから改良区ということでございま

す。というのは、都市整備課長も農林課長も、

もちろん地元でございますので現場を見ている

と思いますけれども、河川が氾濫して県の堤防

から新田川の氾濫。そして、農地に上がって、

そしてその農地から今度は県道を破壊して、そ

してまた農地に上がっている砂利と。だから、

地域住民としてはどこへ相談したらいいかわか

らないということを言っております、ずっと。

それは、改良区に行けば改良区のこと、県に行

けば県に行って対応しますけれども、その中で

も今度はまた農地もさまざま流動的で、新庄市

の方ばかりでなく、舟形町の人とかそういう人

たちもつくっている田んぼにも被害をこうむっ

ている。そんな中で、やはり市が相談相手とな

ってもらわないと大変だということをまずひと

つお願いして、そして来年は本当にこの災害を

見て、この農地、作付できるのかなということ

を一番心配している。それから少し地区外に行

きますと、清水、芦沢、大谷地方面なんかもう

本当に皆無状態で大変で、農家もうやめようか

なと、先ほど佐藤議員も言ったとおり、そうい

う人も多く出ております。そんな中でやはり相

談する窓口は市だと思いますので、そこのとこ

ろを改良区へ行けとか県へ行けとかと言わない

で対応してもらいたいということをまず１つと、

来年の作付を必ずやるような手だてをしていた

だきたいという一言と、それから先ほど来保全

会のほうで、緊急な災害だったものですから、

取り入れもあることだったし、農道とかそうい

う、市道もある程度破壊したものだから直そう

と思ったら、市は市で、市道だけは保全会のお

金を使ってだめだから市道は市でやるからとい

うことで、いまだにやっていないんですけれど
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も、そこのところ、重要な道路なものだから取

り入れにつけて早くしたかったということだけ

れども、まだそれはやらないでほしいというこ

とで残しておくということでございますが、県

のほうは大変二次災害が起きないように土のう

を積んでくださったり、さまざまな手当てを早

急にしてくれました。まだ残骸とかそういうも

のは田んぼの中に残っておりますけれども。た

だ、市の対応が非常に遅い。そういう優先的な

道路は保全会でも不便だからやろうと思ったけ

れども、そういうことをとめられたということ

でいまだに直っていないというような状況です

けれども、その辺はどうなっているのかという

ことを一つと、それから、課長が来年度もまた

引き続きということで言いましたが、農業だよ

りですか。私、ちょっと見ただけですけれども、

平成31年３月いっぱいでできる工事だけに補助

するとかということを見たような感じですけれ

ども、きょうはまた来年度まで引き続きのよう

な答弁が出ましたけれども、その辺どうなって

いるかお聞きします。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 特に角沢地区の今回の被害に

つきましては、河川と、それから県道とがもう

絡んでいる関係もございます。これにつきまし

ては、改良区とも保全会ともお話ししておりま

すけれども、来年の作付を考えますと、少なく

とも水路の補修は先にしたいというふうなとこ

ろでございます。ただ河川の改修、今回トンパ

ックをたくさん並べていただきましたけれども、

その中でやれるかどうかというふうなこともご

ざいます。それから、今回国の災害復旧の候補

の一つとしてそこも挙がっているわけでござい

ますけれども、再来週の査定を経まして査定が

決定されまして、それから詳細設計をして、そ

れから発注というふうなことになると、どうし

ても雪が降ってきてからすぐというふうなこと

になる可能性もございます。その中で改良区と

しては、田面に関しましては形が崩れたという

ふうなところよりも土砂が流入したというふう

な影響がかなり大きいところですので、田面の

砂利取り等がまず大きなことになるかと思いま

すけれども、その部分については、雪が積もっ

ている中ではちょっと難しいというふうなこと

ですので、最初は水路から始めて、それから田

面というふうなところになるのかなというふう

に考えてございます。 

  今後、先ほども清水議員からも話がありまし

たけれども、当然地区の方と改良区も含めて話

し合う機会なんかも入れていきたいなというふ

うに考えております。 

  今後、より深い議論をしながらやっていきた

いというふうに考えているところでございます。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 お話しされた部分につき

ましては神社の付近のことかというふうに思わ

れますけれども、災害査定、10月の初めから始

まっていまして、13回、２月まで査定が続くと

いうふうな予定になっております。御指摘の場

所については補助事業として採択をいただくた

めに、その査定を受けるという手はずに入って

おります。そのため、その災害の原因を確認す

るために現状をそのままにしておいてほしいと

いうふうな形を言われておったものですから、

ブルーシート等はしておりますけれども、応急

的な措置についてはさほどしていないというふ

うなことでございます。少なからず今後の査定

において現地を確認いただいて、早急な工事に

向けて対応をとらせていただきますので、よろ

しくお願いしたいというふうに思います。 

小野周一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午後０時０１分 休憩 
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     午後１時００分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  質疑ありませんか。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

小野周一議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） 再三申しますけれども、

来年の作付だけはできるようによろしくお願い

したいと思います。 

  それから、農地・水のお金ですけれども、あ

れは必ずしも、期限内に必ず使いなさいと言わ

れておりますけれども、あれは積み立てしてい

て、こういう災害があったときに使うというこ

とはできないと思いますが、そういうことも考

えられないか。それと、それから重要なところ

だということで農地・水のほうで保全会の人た

ちが判断して、さあ先手先手といって使ってし

まったという、危険を伴う場所とかあるものだ

からと言っておりますけれども、そのお金はこ

とし別の方向に利用したかったけれどもやむな

く使ってしまったということでございましたが、

そういうものには補塡とかそういうものはない

かとか、そういうこともお聞きしたいと思いま

す。それから、また市道のほう、あれは重要な

ところなものだから、あそこのところはブルー

シートを張っていたけれども、通行どめを一時

やっていたけれども取って、取り入れがあるも

のだから通行していると聞いておりますけれど

も、ああいうところはやっぱり早急に工事、補

強、完全なものでもなくてもいいんですけれど

も補強したりして、やはり、例えばああいうと

ころで軽トラックにもみなんか積んできて、崩

落しているところにひっくり返ったりしてけが

なんかされると大変なものだから、そういうと

ころを通行どめならはっきり市で通行どめ。そ

れから地域住民にしっかり教えて、いつごろま

でできるとかそういうことを連絡とっておく必

要があると思うけれども、そういうところはど

うか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 保全会、いわゆる多面的機能

支払制度の中におきましては、26年度からの５

年間の計画が今年度で終了いたします。31年度

からまた新たな計画というふうなことになりま

すけれども、上限の、今回の期間の中での精算

はしなければなりませんので、その中で精算し

て、余ったお金については返還するというふう

な話になります。 

  来年度からの期間につきましては、今のとこ

ろ同じような制度というふうなことになります

けれども、また新たな区域の設定等、計画等を

示して、また新たなスタートというふうな形に

なると思います。 

  それで、保全会に来るお金の積み増しという

ふうなことはございません。いわゆる区域の中

の水田あるいは畑の中での単価が決まってござ

いますので、その区域の10アール当たり、例え

ば水田ですと３つの大きな区分の計画がござい

ますけれども、それをするとすれば8,900円と

いうふうな単価が上限となりますので、その上

で災害があったから上積みするというふうな形

にはなりませんので、来年もしたいというふう

なところもございます。それについてはそうい

った修繕計画も含めまして、来期の指導をして

いきたいというふうに考えてございます。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 通行どめの件につきまし

ては、地元の区長さんだと思いますけれども相

談させていただいて、その上であのような体制

をとったというふうに現場のほうからは聞いて

おりました。その段階でも片側通行するかとい

う話もあったんですが、危ないので通行どめし

てほしいというようなことを言われたもので、

うちのほうとしてもそのような体制をとらせて
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いただいたというようなことでございます。 

  今後のスケジュールですけれども、いずれに

しましても査定の日時が定まらないことには、

その後の整備に向けたスケジュールというのを

定めることはできない状況であります。査定の

日時等が決まって査定を受けましたならば、そ

の後のスケジュールを早急に詰めまして、地元

のほうに情報開示といいますか、その後のスケ

ジュールについて御説明をしたいというふうに

思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

小野周一議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） 時間のない中、大変申

しわけない。もう一点だけ。 

  先ほど市営バスのことをちょっと財政課長が

言われましたけれども、私、災害のときにわく

わくとプラザと明倫中学校に夜２時ごろに行っ

てまいりましたけれども、これから避難する

方々にはバスを出して応対するということを聞

きましたが、さっきそういうようなバスは使っ

ていませんと言いましたけれども、実は、例え

ば私のところで芦沢と清水と大谷地の人たち、

あそこは道路が通行どめになったものですから、

心配して避難指示の方法をどうやったらいいか

と聞いたら、スクールバスを利用して出します

よということを聞いたものですから安心してい

ましたけれども、何せ通行どめになってできな

かったんですけれども、このときにはあれです

か、各避難所にバスは一台も出なかったんです

か。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 今回バスを出したかどうかと

いうような質問でございます。 

  休場地区に避難あった方につきましては、わ

くわくに避難所を開設しましたというようなこ

とでバスでお迎えに行ったというようなケース

がございました。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） １点だけ、確認のため

にお聞きします。 

  今回の４ページの地方債補正のところだった

んですが、今回、災害復旧事業ということで、

各災害復旧事業債ということで今後起債を立て

ていくということなんですが、こちらの災害復

旧事業の場合、高い率で交付税の措置がなされ

ていくということだと思うんですが、今回のこ

の地方債に関してもそのように理解させていた

だいてよろしいかどうかということをお伺いさ

せてください。 

板垣秀男財政課長 議長、板垣秀男。 

小野周一議長 財政課長板垣秀男君。 

板垣秀男財政課長 ４ページ、第２表地方債補正

のお話でございます。 

  起債を３つさせていただいておるんですが、

農地災害の関係につきましては、充当率が90％

で、交付税算入が95％。それから、道路橋りょ

う及び河川、こちらに関しましては充当率

100％、それで交付税措置が、算入率ですけれ

ども95％というような高い数値になってござい

ます。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 私も１つだけ確認なん

ですが、するつもりはなかったんですけれども、

ちょっと。 

  先ほど農林課長の答弁の中で、市長が各町村

に足並みをそろえたらというふうな、款項目は

皆さんと同じ11款１の１に関連してですけれど

も、足並みをそろえたらという発言があったか

と思うんですけれども、どういう中身ですか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 
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山尾順紀市長 今回の災害において、広域のほう

の理事会の中でどのような対応をするかという

ようなことがあったわけですけれども、新庄市

としては２分の１をしていくというようなこと

で早急に対応いたしたところであります。その

ほか、町村によってはまだ決めていないという

ようなことで、新庄の出方を待ったということ

であります。その背景には７町村における農協

の合併というのがございますので、農協のほう

からもできれば足並みをそろえていただけない

かというようなことがあったので、私のほうか

ら発言させていただいた。ただし、それぞれの

町村長から、それぞれ事情があるので、河川の

規模、流入の規模、それぞれ違うと思うので独

自にさせていただきたいというようなことがあ

りましたので、それはいたし方ないと。それは

町村に尊重しますということで終わったところ

であります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） そういう内容であれば

私は納得できるんですけれども、今までのほか

の議員の方々がほかの町村の対応と大分違うと

いうことを聞いていたので、何かそういうふう

な意図があったら大変だなと思って確認をさせ

ていただいたわけです。そういうことでしたら、

わかりました。そういうことだということで結

構です。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

小野周一議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 災害状況の内容等々に

対しては各議員が細部にわたって質問されまし

たので、私は別の方向から１点だけ質問させて

いただきます。 

  ９ページの２の１の１職員給与費の580万円

に対して質問させていただきます。 

  今回は全く緊急で、伺っていますと緊急招集

をかけたと、職員にというふうに聞いています

し、また報道等にもそういうふうになっていま

す。これの初期初動体制、どういうふうに今回

はやられたか、その内容をお聞かせいただきた

い。この質問は、どうもいろいろ情報を入手し

ますと、他町村の話を聞きますと、新庄市の対

応はこれでよかったのかなというふうな反省点

が見受けられますね。きょうも皆さんの質問の

中でも、一体新庄市はどうなんだというふうな

声が相当多く出されましたね。この人員の体制

をどういうふうにやられたか。ここでもまた他

町村と差が出てきているようにきょうほかの人

から聞いたんですけれども、どうも動きが鈍い

というふうな印象を私は受けましたね。どうい

うふうな指示を出されたか。対策本部を設置し

て、それから指令を出されたか。その辺をお聞

かせいただきたいと。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

小野周一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 職員給与費の580万円の部分

でございますけれども、８月５日、６日の時間

外、また８月下旬の災害の現場での対応、その

ほか事後の処理ということであります。時間数

にして約2,100時間に相当する時間外の額がこ

の額ということでございました。 

  時間外について、職員給与費については以上

でございます。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ８月５、６日それから８月31

日につきまして、大雨警報それから洪水警報が

発令された際に、環境課職員は庁舎のほうに詰

めておりました。その後、気象庁、山形地方気

象台と連絡をとり合いまして、これはこのまま

雨がおさまらないようだというようなことで、

各課長を通しまして緊急招集をかけたところで

ございます。時間が深夜、それから31日は早朝

というようなことでなかなか連絡がつきづらい
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時間帯でございましたが、最終的には各課長か

ら各担当まで連絡いただきまして、庁舎のほう

に集まっていただいたということでございます。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

小野周一議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） これも他町村との比較

対象になるんですけれども、ある町では、やっ

ぱり洪水となってくると必ず伴うのが泥ですね。

泥も一緒に流れてくるということで、引いた後

は泥だけが残るというふうな現象が起きる。ど

こでも起きるわけですけれども、そういうふう

な状況になって困った家庭がありまして、話を

したところ、職員が相当数やってきて、その泥

を排出してくれたと、非常に助かったという話

が他の町村であったそうです。 

  我が新庄市は避難場所も相当何カ所か設けて

対応したんですけれども、いざ、いろいろ聞き

たいことがあっても職員がいなかったというふ

うな場所もあったというふうに聞いています。

私自身は当時状況を把握するために早朝からそ

っちこっち走っていましたので、その避難場所

の指示された場所に行ったときにはほとんど誰

もいないというふうな状況を２カ所見てまいり

ました。果たしてここに来たのかなというふう

なことに、全然跡がわからないというふうなこ

とで。 

  きのう萩野学園に、見守り隊の感謝の会とい

うのがありまして、私と山科議員も行ったんで

すが、校長先生の話を聞く機会がありまして、

避難場所に指定されたときにはどう対応したか

ということで、私が言わないうちに校長先生が

話してくれたんですけれども、私も出勤して、

その状況を見守っていましたということであり

ましたが、教育長にお伺いしたいんですが、そ

の災害時の学校に対する呼びかけ、または指示

等、どういうふうにやられたか。やったとすれ

ばどういうことを言われたか。それをお伺いし

たい。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 ８月に２回豪

雨があったわけですが、その際に２回とも学校

施設のほうを避難所として開設させていただい

ております。その避難所の開設の際、まず災害

対策本部のほうでこの学校を避難所とすると。

そうした際に私どものほうで学校長のほうに連

絡をしまして、急遽あけていただくというふう

な段取りで進めさせていただきました。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

小野周一議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 全体的に、ですから災

害とはしょっちゅうあるわけではないんですけ

れども、常日ごろの対応の計画というものをき

ちっとやっておかないといろいろと遺漏が出て

くるのではないかというふうな気がしまして、

内容に関しても各担当課はきっちりとその辺を

やはり計画の中に入れまして、こういうときは

こう来るんだというふうなことをやらないと、

何をやっていいかわからない。結局招集はして

みたけれども、この人員をどこにどういうふう

に配置すればいいのかというようなことがわか

らなくなる。どの時点で退去するかということ

もきちんとマニュアル化しておかないと、また

いつ来るかわからないのが災害ですので、今回

を機にそれをしっかりと、そういう計画を立て

て、避難所となると学校が対象になるのが多い

ということになるので、そのときの対応の仕方、

教員の対応の仕方も含めまして、やっぱり総合

的に災害の計画の中にきちっとうたっておくべ

きではないかなというふうに思っていますので、

よろしくどうぞお願いします。 

  終わります。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 



- 28 - 

小野周一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第67号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第67号平成30年度新庄市一般会計補正予

算（第４号）については、原案のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第67号は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第68号平成30年度新庄市公共下水

道事業特別会計補正予算（第２号）について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第68号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第68号平成30年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）については、原案

のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第68号は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第69号平成30年度新庄市水道事業

会計補正予算（第２号）について質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第69号は討論を終結し、直ちに

採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第69号平成30年度新庄市水道事業会計補

正予算（第２号）については、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第69号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

小野周一議長 以上で、今期臨時会の日程を全て

終了いたしましたので、閉会いたします。 

  本日は大変御苦労さまでございました。 
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     午後１時２３分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  小 野 周 一 

 

   会議録署名議員  叶 内 恵 子 

 

    〃    〃   小 嶋 冨 弥 


